
彙　　　　　報

日本言語学会事務局

(会長　泉 井 久 之 助)

昭和52年度秋季大会を控え，その開催諸事項を決定するため当年度第２回常任

委員会を下記のごとくに開催。場所は，事務局所在校が夏期休暇中のため午後は

事務停止中につき，京都市公立学校共済組合・堀川会館会議室を借用。

昭和52 年度第２回常任委員会

日　　時：昭和52年９月３日（土）午後２時～５時

場　　所：京都堀川会館会識室

出 席 者：泉井久之助，下宮忠雄，矢島文夫，岸本通夫，堀井令以知，関本至

オブザーバー：近松洋男（大会迎営委員長），岩本　忠（事務局主務者）

欠 席 者：加藤正信，徳永康元，原田信一（各委任状あり）

議　事:1 ） 第75回大会のプログラムを決定，案内状を作成した。

2） 第76回（次年度春季）大会を早稲田大学（大会迎営委員長：古川

晴風教授）において開催する件を報告・協議して諒承を得た。

3） 会費値上げ案を委員会に提出することになった。

４） 次期常任委員選挙期日について協眼した。

5） 投稿規定１の改正について協議した。

6） 選挙規則17の改正について協議した。

以上の協議および諒解事項に基づき，その討議と決定を得るため，52年度第２

回（一般）委員会を，第75回大会の第１日午前，次のごとくに閧く。

昭和52 年度第２回委員会

日　　時:10 月15日（土）午前10時30分～12時50分
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場　　 所：京都外国語大学教授会室（８号館２階）

出 席 者：泉井久之助（会長），池上二良．岸本通夫，北嶋静江，江　実．

下宮忠雄，鈴木孝夫，関本　至，竹内和夫，塚本　勲，徳川宗賢，

徳永康元，林　栄一．原田信一，蛭沼寿雄，吉町義雄（以上20名）

オブ ザーバー：服部四郎（副会長）， 大束百合子，日下部文夫 （以上会計監査

委員），岩本　忠（事務局主務者）

欠 席 者：（委任状提出）

池上禎造，石綿敏雄，井上和子，岩井隆盛，梅田博之，大江三郎，

大江孝男，奥津敬一郎，風間喜代三，加藤正信，川本茂炮，北村

甫，木村彰一，金田一春彦，国広哲弥, w.  A. グロータース，五島

忠久，小林英夫，佐藤喜代治，佐藤　茂，柴田　武，新村　猛，田

中克彦，田村すゞ子，辻　直四郎，寺村秀夫，中島文雄，西田龍雄，

野村正良，野元菊雄，橋本萬太郎，長谷川松治，林　大，日野資純，

藤原与－，松田伊作，三根谷　徼，吉川　守（以上38名）

・

― （委任状なし）

井上史雄，岩倉具実，上村梟雄，大野　晋，小泉　保，河野六郎，

阪倉篤義，崎山　理，佐藤則之，千野栄一，長谷川欣佑，平山輝男，

松本克己，三宅　鴻（以上14名）

報告および議事:

1） 第１回委員会の議事録 を承認した。

2） 第２回常任委員会の報 告。

3） 第76回大会は早稲田大学（大会運営委員長は会員古川時風教授）

において昭和53年６月 ３日（土）・４日（ 日）の両日開催すること

を決定。同大会の研究発表公募の締切は昭和53年２月28日。

4）会費の500円値上げを決定した。（理由：数年来の支出増大額は

年平均50万円。来年度もまた同額の支出増が見込まれる。よって

この50万円を会員数1000 にて割れば，500 円となる。これによっ

て昭和53 年度より国内会費3,500 円， 海外金員の会費16 米ドル

（約4,200 円）とする。これに伴ない会則注記第７条第１項の｢ 所
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定の手続」中の会費の金額を上のごとくに改訂）

5） 選挙規則17条の一部を次のように改正した。（選挙管理委員は，

選出された会長の在住地区の個人会員中より委員が選出する。亅

6） 事務局職貝に木下恵子氏を昭和52年10用より追加委嘱することを

決定した。

7） 文部省科学研究費補助金第一段階審査委員の任期を一年にするこ

とに関する日本学術会議の間合わせにつき協議・諒承した。

8） 次期常任委員の選挙は昭和53年１月中に行なうことになった。

つづいて，午後第75回大会第１日を盛会極4rこ次のごとくに開 く。

第75 回大会

期　　日：昭和52年1明15 日（土）・16日（日）

会　　場：京都外国語大学（電話075-711-5181)

第１日 （10月15日）（午後１時30分～４時30分）

開会の辞（学長代理）

講　 演：近松洋男（:大会運営委員長・京都外国語大学）「バルトロメ・トレ

ス・ナアロの用語法亅

講　　演：村山七郎（京都産業大学）「東亜の諸言語と日本語一 日本語の系

統―」

会員懇親会（午後５時～７時）（京都ロイヤルホテル中華料理の間）

第２日 （10月16日）

研究発表（午前９時30分～11時30分）

1) 「Ducento イタリア語における前置詞の用法――出発点「～か

ら」 の意を表わすda とd いこついてｰ 亅……･……古浦敏生（広大）

2）「徳之齠こおけるコンピュータ言語地理学亅…… 荻野綱男（東大）

3）「単語アクセントの知勤こ関する個人差と方言差について」･･･……

杉藤美代子

4）1.「ユラン法」（:1241年）の諸伝本における中世デンマーク語関係

詞」………………………………………………… 萱原邦城（大外大）
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臨時会員総会（午後１時～1時30分）
報　　告「第12回国際言語学者会議（ウィーン）」服部四郎
研究発表（午後２時～３時30分）
5）「エスキモー語の助詞形成法」…………………田村すゞ子（早大）
6）「受動態に関する一つの仮説」…………‥…………山口　巌（京大）
7）「文中における主語変換とその表現」････-･山本　昭（Ｋａｎsａｓ大）

特別講演:Ｗｉｌｌem Ａ. ＧＲＯＯＴＡＥＲＳ（上智大学）「私の二重言語生活の体験｣
（用語は日本語）

閉会の辞（会長）

寄贈図書リスト（昭和52年４月１日～昭和53年１月31日）
宇部短期大学学術報告　Ｎ０.13　　　　　　（香川学園宇部短期大学　1977, 3)
大阪教育大学英文学会誌　:No. 22　（大阪教育大学英語英文学教室　1977,3)
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カ ナノヒカ リ　Nos.  657～665　　　　 （ カナモジカ イ　1977,8 ～12 ； 1978, 1）

関 西外国語大学　 研究 論集　No.  26　　　　　　 （関西外国 語大 学　1977,  7)

近代 語学文 学国 際連合　 活動要覧

（ 日本学術 会議　 語学 ・文 学研究 連絡委員 会　1977,  3)

月刊　 言 語　Vol.  6, No.  8　　　　　　　　　　　　　 （大 修館書店　1977,7)

言語文 化研究111　　　　　　　　　　　　 （ 大阪大学言 語文 化部　1977,3)

計量 国語学　Vol.  11, Nos.  1  ; 2 ; 3　　　 （計量 国語学会　1977,6  ; 9 ; 12)

同　 上　　　Vol.  11 付 録　　　　　　　　 （同　 上　　　　　　　1977,  9)

考古学 雑誌　Vol.62,  No. 4 ； Vol. 63， Nos. 1 ；2 ；3

（日本 考古学会　1977,4  ; 7 ; 9 ; 11)

甲南大学紀要 文 学編　22,25　　　　　　　　　　　 （甲南大学　1977,  3)

国語学　 第109 ； 110 ； 111 集　　　　　　　　 （国語学会　1977,  6  ; 9 ; 12)

国語学　 研究 と資料　No.  2　　　 （早大　 国語学研究 と資料 の会　1977,12)

国語学研究　No.  16　　　 （ 束北大学文学部 「国語学研究」 刊行会　1977,  6)

昭 和51 年度　 国立 国語研究所年報28　　　　　 （国立国語 研究所　1977,9)

国立民族 学博物館 研究報告　Vol.2,  Nos. 1  ;2  ;3

（国立民 族学博物 館　1977,3  ; 6 ; 9)

語学研究Nos.  10 ; 11 ; 12　　　　 （拓殖大学 語学研究所　1977,3  ; 8 ; 11)

史苑　Vol.37,  Nos. 1 ； 2　　　　　　 （立 教大 学史学会　1976,12 ； 1977, 3）

宗 教研究　Vol.51　 第1  ;2  ;3 輯　　　　　 （日本宗 教学会　1977,6  ; 9 ; 12)

人 類 科学29　1976 年度九 学会連合年報　　　　　　　 （九 学会連合　1977)

人 類 学雑誌Vol.84,  Nos. 3 ； 4 ； Vol-85, No.  1

（日本人 類学会　1976,  9 ； 12 ； 1977, 3）

聖 書翻 訳研究　Nos.  13 ； 14　　　　　　　　　 （ 日本聖書 協会　1977,  6 ; 12)

増加 図書 目録（昭 和45 年 ７月～昭 和46 年 ３月） 図書 通報No.  24

（電 気通信大学 附属図書館　1977,3)

本位 田重美 先生定年 記念論文集 『地 域と文化 』

（本位田重美 先生定年 記念事業 会　1977,  3)

朝鮮学報　 第83  ; 84 ; 85 輯　　　　　　　　　 （朝鮮学 会　1977,4  ; 7 ; 10)
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通　　信　Nos. 29 ； 30 ； 31

（アジア・アフリカ言語文化研究所　1977,3  ; 7 ; U)

テレトピア　’77年４月号～12月号;  '78年１月号

（日本電信電話公社　広報部　1977, 4 ～12 ； 1978, 1）

電子計算機による国語研究 ＶⅢ　　　　　　　　 （国立国語研究所　1977,2)

電気通信大学学報Vol.27,  No.2  ; Vo 】.28, No.l

（電気通信大学　1977,2  ; 8)

東京外国語大学論集　Area and Culture Studies 27

（東京外国語大学　1977, 3)

東洋学文献類目　1975 年度

（京都大学人文科学研究所附属東洋学文献センター　1977,9)

東洋音楽研究　第41 ・ 42 号　　　　　　　　　　　 （束洋音楽学会　1977,8)

東洋文庫年報（昭和50 年度）　　　　　　　　　　　 （東洋文庫　1976,12)

東洋文庫刊行物目録 〔在庫分〕　　　　　　　　　　　 （同　上　　1975,  8)

東 方 学　Vol.  54　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学会　1977,7)

東方学会報No.  32　.　　　　　　　　　　　　　　 弌東方学会　1977,8)

東洋学報Vol.58,  Nos.  1・2；3・4 ; Vol. 59, No.  1・2

（東洋文庫　1976,12 ； 1977, 3；10）

都大論究　No.  14　　　　　　　　　　 （東京都立大学国語国文学会　1977,4)

新潟大学教育学部紀要　Ｎｏ.18（人文・社会科学編）

（新潟大学教育学部　1977,3)

日本学士院紀要　Vol.33,  No.2 ； Vol. 34, Nos.  1 ; 2

〔日本学士院　1975, 6 ； 1976, 6；ｎ 〕

日本学術会議月報　Vol. 18， Nos. 4-12

（日本学術会議広報委員会　1977,4-12)

日本語学校論集No.  4 ( 東京外国語大学外国語学部附羂日本語学校　1977,3)

福田昆之『日本語系統論上の諸問題』　　　　　　　　 （FLL 1977,8)

日本民俗学　Nos.  109 ； 110 ； 111 ； 112 ； 113 ； 114

（ 日本民俗学会　1977,1  ; 3 ; 5 ; 9 ; 1978,1)
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ノートルダム清心女子大学紀要（国語・国文学緇）Ｖｏｌ. 1, No. 1

（ノ―トルダム清心女子大学　1977,3)

函館英 文学xvr　　　　　　　　　　　　　　　　 （函皰英 語英 文学 会　1977,6)

広 島大 学文学部紀要　Vol. 36 ； 特輯 号1  ; 2 ; 3 ; Vol. 37 ;特輯号

（広島大 学文学部　1976,12 ； 1977, 12）

文学 研究　 第74 輯　　　　　　　　　　　　　　　 （九州大学文 学部　1977,3)

文科 系文献 目録XXIV　 体育学 編 上　　　　　 （ 日木学術 会磁 第１部　1977)

放 送文化 ‘77 年 ５月 号～12 月 号;  '78 年 １月号；２月号

［日本放送 出版 協会　 ］｡977，5 ～12 ； 1978, 1；2）

方 言研究年報　 統1 ，続２　　　　　　　　　　 （広 島方言研究所　1976,1977)

法政大 学文学 部紀要　No.  22　　　　　　　　　　　 （法政 大学文挙 部　1977,  3)

中嶋幹起「ビン語東山島方言基礎語彙集亅

（ア ジア・ア フリカ言 語文 化研究 所　1977,  3)

同　 上　 日本 語索引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 同　　 上）

民 族学研究　Vol.  41, No.  4 ;.Vol. 42, Nos.l ；2 （ 日本民族 学 会　1977,3 ；6 ；9）

月 刊　 みんぱ く　 ’77年10 月号 ；11 月 号；12 月号 ；｀78年 １月号

（国立民 族学博物 館　1977, 10 ； 11 ； 12 ； 1978, 1）

山口大 学 教養 部紀要　Vol.  11　　　　　　　　　　 （山口大学 教養 部　1977,10)

山 口大学文学 会志　Vol.  27　　　　　　　　　　　　　　 （山口大 学　1976,11)

琉球大学 語学文学 論集　No.  21　　　　　　　　 （琉球大学 法文学部　1976,12)

立 正大学国語国文　Vol.  13　　　　　　　　　 （立正大 学国語国文学 会　1977,  3)

j4ぷzﾉ1 血z庇 α【Bulletin of the Institute ｏｆ Eastern Ｃｕ】tnre) 32,33

（東方学 会　1977 ）

WELMERS,  Wra.  E パ λ ＧΓα。j。zαアげ ｙαj（IJniｖｅrsity ｏｆ California

Publica tions Linguistics 84j 1976 ）

Annual j? ゆ･･71s　Vol.2　　　　　　　　　　　　　　　　 （I.Ｃ.Ｕ.，1977 ）

,j4π 加j  Orientdlni  (At･０ダ） Ｖｏｌ､45, Nos.  2 ; 3 ; 4 (Academia Ｐrａｈａ，1977）

折 加Studies 12j English　 Ｖｏｌ,12（Ｕｎｉｖｅrｚita J. E.PurkynS,  Brno,  1976)

βμμぷn  d'Analyses  de  la £itterature  Scientifique  Bu たμzｙ叭 Ｎｏｓ,１ ； ２
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(Ａｃａｄｅｍｉｅ Ｂｕjgarｅ des Sciences, Sofia, 1976)

Bulletin  of  tlu  Scho ∂/ がC 囘 朗X ㎡ ４。j African む ，Vo 】｡χＬ，Part

2 ；3( Ｕｎｉｖｅrsitｙ ｏｆ Ｌｏｎｄｏｎ，1977)

ＬrNI:)ＯＷ,John : Comitatus,  Individual a 。d 77a 加 ア(Ｕｎｊｖｅrｓity of California

Ｐｕblica tions Linguistics 83 ， 1975)

Comn, μ?夕仇zt  tones  Hianana Γzx坩Litt ｅrａｎ】m 56,57( Ｓｏｃｉｅtｅｓ Ｓｃｉｅｎtiaｒｕｍ Fen-

ｎｉｃａ，Ｈｅｌsinki ，1976)

凸ぱ夕･ent Contents  of  Ac αdetttic μ 附'夕id Is in みゅag 1974 / 1975

( 学 術 誌 刊 行 セ ン ター,  1977)

ａ･script  it･ｇ and ,･4 かlied  1:面 乎istics  (Bulletin of the I.C.U. Summer ln ｓti･

tute in l, ｉｎｇｕiｓticｓ) Ｖ０１.Ｘ　　　　　　　　　　　(I. Ｃ,Ｕ･, 1977,4)

Etudes Roma 。むde  Brno,  Vol,  VII ； VIII (Universita J. Ｅ.P ぼky[1 と，Ｂｍ０，

1974 ； 1975]

£θjzｇの･αＸ：μ･１りlal が Ｍ,ﾖ £inguhtic  Soci･7 り げ Ｃの･＆z，Ｎｏ.2( Ｔｈｅ Lin-

guistic Society ｏｆ Ｋｏrｅａ， 1977,4)

Kurzf αｓslびxＦ 夕x(XII. lnt ｅｍａtｉｏｎａ)ｅr Lioguisten-Kongress, Wien, 1977)

Literature,  I加 山,Fj がｇ ル お ，VO 】.Ｘ,Ｎｏs.1.；2(Ger ｍ助St ｕdies, ＳｅｃtiOn Ⅲ ，

1977)

MoaO 沺ａＢｃｌ`Ｂ０，Ｎｏｓ.1-5　　　　　　　　( ＨａyｌｃｏＢａ AyMita, Kill's,  1977)

KARTTUNEN,  Frances and James LOCKHAJRT : ｊＶａかlatl  in  the  Middle

Years　( Ｕｎｉｖｅrｓity ｏｆ Ｃａほｏｍｉａ Publications Linguistics 85 ， 1976)

Nase Ｒｅと: ＆1 αz,か ∂ μzyk･Cesky,  rocnik 59 ， clslo 4 ； 5, 1976, rocnfk 60 ，

とjs10 1  ; 2  ; 3  ; 4  ; 1977(Academia nakladatelstvl Ｃｅｓkoｓloｖｅｓｎｋ& ａｋａｄａ-

ｍｉｅ ｖ色d】

P/iilolo がα　No.  9　　　　　　　　　　　　　( 三 重 大 学 外 国 語 研 究 会，1977,3)

Phonetica: μ 附'μαﾉ げ 劼g Internal  iのxal Society ∂y' ？/･∂netic  Sd のzごむ

Vol.  34, No.  1 (S.  Kargar,  Base],  1977)

Ｐycc ｕｌ JitrrepaTypa,  Nos. 1  ; 2 ; 3  ; 4　　　　　　　　　(y ｌｅｎⅢ1rpa 几1977)

PyccK 竝 卵ａｘ Ｂ Ⅲ}(.oXle，Ｎｏｓ.2 ；3 ；4 ；5 ；6 ，(npocBe ｕleⅢｌｅ MocKBa, 1977)
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Studia  Ph の･冶 がａｔ Ｘ　　　　　　　 （京都 大 挙 音 声 科 学 綜 合 研 究 部 会 ，1976 ）

,S` yａz･o a  Slove 功 心 ，rolEnSk χＸχVIII, どislo 1 ；2 ；3 （Ceskoslo ｖｅ・skl Aka･

deraie v £d, 1977 ）

Sophia £j夕iguistica Ⅲ　　　　　　　　　　　　　　 （ 上智 大 挙,  1977)

Ｍ ＡＬＭＢＥＲＧ，Ｂパ ＆ ｙzμ"Altai lingui､ ばiごs and j7 μx｝zαn  Communic α向yf

（Ｓｐrｉｎｇｅr-Ｖｅrlag. Ｂｅrlin， 1976)

JONES,  Linda Kay : ｎ ９ １ｇ ｉ。＆ が 功 £功 。扣 ・りDiscourse  (Jopiter Press,

Illinois,  1977)

yKpa'/HCbKa MoBa i 冶･epatypa Ｂ ｕ】Kojli，Ｎ６s.3-12 （ＰＭ 稍ｌｂＫａ ｕjRMa ， KhYB,

1977)

ＢｅｃＴＩ=ljjl咒Jel ⅢＭｒpajlcl（ｏｒｏ yＨⅢ3epc 町 巳Ｔａ（欧 Ｔ叩 閥-J13blK- ゐITepaTypa ），Ｎｏｓ.

2  ; 8,14,20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （，llemn｀pa,4，1977 ）

Ｗ 心 ・。schaftlic 加Zeitschrift  der･With ・/。i-Pieck･ びnivesitiit　Rostock,

Jahrgang XXV,  Heft 3 ;  4/5 ； 6/7 ；8 ；9 1976 ， Jahrgang XXVI, Heft 1 ，

19?? （Ro ｓtack ，ＤＤＲ）

◇　本誌は文部省昭和52 年度科学研究費補助金の交付を得て刊行されたもので

ある。

第七十二号　訂　　正

p｡ 23　下から１行目

p. 24　下らか8 ，2

p， 25　7， 8，19

p， 26 n

p， 27　7

p， 28　3

p.U9　 下から６行目

誤

である

堅滋

正

であ る。）

駆逐

「事務費　　100,000 」　「通信費　　100,000 」
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